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青森・岩手県境の不法投棄事案に対し、県では各種のモニタリング調査や廃棄物撤去に向け

た工事を進めているところです。

このたび、田子町の皆様に調査の結果や工事の進捗状況を定期的（月１回程度）にお知らせ

する「現地事務所だより」を発行することとなりました。情報を正確かつ迅速にお伝えしていきた

いと思いますのでよろしくお願いします。

１ 現状回復に向けた不法投棄物の撤去に係る各種工事について

現在着工中の工事並びにこれから予定している工事について整理しました。

※ １５年度に実施した主な工事

仮設浄化プラント（平成１６年３月完成） 第１期表面遮水工（平成１６年５月完成）

雨水・雪溶け水が廃棄物へ浸透するのを防ぎ

汚染水の流出を抑えます。
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　　　　　年 Ｈ１６年 Ｈ１７年 Ｈ１８年 Ｈ１９年～Ｈ２４年
　　工種 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

工事用道路整備(ラグーン入り口)
工事・搬出用道路整備
（不法投棄現場入り口）

洗車設備
（Ｈ１７．５．３１まで）

浸出水処理施設
浸出水貯留池及び （Ｈ１７．５．３１まで）
防災調整池

一時仮置き場・中間処理施設の
不法投棄物撤去開始（約１０万ｔ）

現場内遮水壁工事

第２期表面遮水工事
現場内不法投棄物の本格的
撤去開始
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２ 一時仮置場からの不法投棄物搬出について

今年度は洗車設備の完成後に不法投棄現場奥の一時仮置場から、不法投棄物の撤去を開

始します。一時仮置場に積まれている不法投棄物は堆肥様物主体のもので、廃棄物はシートの

上に積まれているため、撤去作業を行っても汚染拡散の心配がないところです。

撤去開始時期は準備が整い次第、早ければ８月中から取りかかる予定です。

今年度の処理業務委託先は青森市の青森リニューアブル・エナジー・リサイクリング株式会

社（略称ＲＥＲ）に決定しました。

３ 仮設浄化プラントの水質分析結果

仮設浄化プラントは水処理施設が完成する平成１７年５月までの間、不法投棄現場からの

浸出水（原水）を浄化する施設で主として浮遊物質（ＳＳ）の除去を目的とし、平成１６年３月２日

から稼働しています。

これまでに３回、原水と処理水の分析を行いました。その結果についてお知らせします。

浸出水原水と処理水の分析結果 （単位：㎎／㍑）

※用語解説

数値が高いほど水中の汚染物質の量が多い。ＣＯＤ：化学的酸素要求量。

数値が大きいほど水質が汚濁している。ＢＯＤ：生物化学的酸素要求量。

数値が大きいほど水中に浮遊物が多い。ＳＳ ：浮遊物質量。

数値が大きいほど窒素分が多い。Ｔ－Ｎ：窒素。

新事務所位置図

県境再生対策室現地事務所移転のお知らせ

昨年９月の事務所発足から田子町役場の３階

を借りていた現地事務所ですが、７月２１日から場所を

移転いたしました。

新事務所の位置は右図のとおりです。

お気軽にお立ち寄りください。

なお、電話番号に変更はございません。

※ これからの行事予定について

７月３１日（土）１４：３０～ 第５回県境不法投棄現場現状回復対策推進協議会（会場：八戸市ユートリー）

　　サンモール商店街

←至役場
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田子町中央
ｺﾐｭﾆﾃｨ広場

採水日 項目 ＣＯＤ ＢＯＤ ＳＳ Ｔ－Ｎ
3月2日 原　水 72.0 32.0 46.0 56.0
処理水 69.0 34.0 8 .5 54.0

4月20日 原　水 67.0 31.0 38.0 83.0
処理水 46.0 27.0 0 .7 70.0

5月7日 原　水 50.0 29.0 38.0 73.0
処理水 45.0 26.0 0 .3 83.0


